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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
＜祈りのために＞　

「貧しい者をしえたげる者はその造り主を侮る、乏しい者をあわれむ者は、主をうやまう。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(箴言14章31節）
わたしたちが、「貧しい者」、「乏しい者」にどのように振舞うか、それは即、わたし
たちが、造り主なる神にどのように向かい、振舞っているかに通じていると、神の知恵が

教えている。そこで、造り主なる神と「貧しい者」、「乏しい者」はほとんど同じであるように示される。神の知恵は、造り主なる神が、貧しくされ、小さくされた者として、わたしたちに出会っておられると教えている。そしてその造り主なる神とわたしたちは出会っているか、わたしたちは実際に貧しくされた者と出会い、あわれみを示すことが出来ているか、問われる。わたしたちは日毎、またとりわけ主の日毎の礼拝における御言葉によって造り主に向かい、造り主をうやまっている。その礼拝を最も重要とし、これを出来る限り厳粛に整えつつ固守している。当然のことである。ただ、それで充分な、満ち足りた信仰であるかと問われる。そして、それではいわば半分の信仰であると問われるのである。
わたしたちは、貧しく、小さくされた者と出会い、憐れみを示すことが出来ているか。その具体的な出会い、関わりを得させられていてこそわたしたちは、この国の権力者の行き過ぎに、またその裏では貧しい者を放置していることへと抵抗することに必然的に通じている靖国神社問題によく取り組むことが出来る。この課題に取り組む具体的な示しを与えられ、力と知恵を与えられる。この一連となっている課題にわたしたちは取り組んでも取り組まなくてもよい、ほどほどに取り組んでいてよいということはない。それはわたしたちの礼拝が正しいかどうかに直結し、わたしたちの救いに直結している。なぜなら造り主なる神が、御子、救い主、イエス・キリストにより、世にあって最も小さくされた者としてわたしたちに出会っておられるからである。そのわたしたちを終りの日に「わたしの父に祝福された人たちよ。さあ、世の初めからあなたがたのために用意されている御国を受け継ぎなさい。あなたがたは、わたしが空腹のときに食べさせ、かわいていたときに飲ませ、旅人であったときに宿を貸し、裸であったときに着せ、病気のときに見舞い、獄にいたときに尋ねてくれたからである」、「わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者のひとりにしたのは、すなわち、わたしにしたのである」（マタイ25：35、36、40）と判定し救いに至らせることを欲しておられるからである。そのときに「主よ、いつ、わたしたちは」あなたにお仕えしましたか（マタイ25：37参照）と言い得るであろう。わたしたちは今、貧しい者と共にあり、仕えているように主に求めつつ靖国問題に取り組んで行こう。
【祈り】「父なる神様、わたしたちにいつもあなたの知恵を与えてください。わたしたちに貧しい者との関わりを与え、お守り下さい。わたしたち自身も世にあっては貧しくあることに悟りを深めさせてください。イエス・キリストの御名によって祈ります。アァメン」。
篠塚予奈（東京告白教会牧師、大会靖国神社問題特別委員会委員）
日本キリスト教会とヤスクニ問題

一ノ瀬穂積（柳川教会　長老）　
　本論に入る前にもう一度、靖国神社の歴史について要点を整理しておきたい。靖国神社（東京都、千代田区）は1869年（明治２年）、大村益次郎（長州藩、帝国陸軍の創始者）が戊辰戦争の戦死者の慰霊を目的に献策、これを明治天皇が勅許し、東京招魂社として創建、1879年（明治12年）に靖国神社と改称された。
要は、日本国内外の国難において戦死した軍人を慰霊し、その「人霊」を合祀祭を行い「神霊」へと化し、祭神としている。また、太平洋戦争に至っては軍人のみならず、軍属、準軍属、その他国家総動員法に基づく徴用または協力者中の死没者、等も合祀されている。極東軍事裁判での戦犯絞首刑者の合祀が、周辺アジア諸国と政治的摩擦を生じているのも事実である。
ローマ教皇庁は靖国神社参拝を容認しているが、日本キリスト教会はこのことを信仰告白の重要な問題として位置付け続けている。確かに日本キリスト教会信仰告白文の内容と死者を祭神とする靖国神社の宗教観とは全く相入れない。
本年２月の衆議院予算委員会において、安倍首相に対し、日本維新の会石原慎太郎代表が質問の最後に全力で次のように言い放ちました。「首相は靖国神社参拝の必要はない。むしろ天皇の参拝こそが重要である」と。これは国家（民族）神道の祭司職でもある天皇の参拝を重視しており、国難においてそれに命をかけて奉仕した死者全てに、唯一の絶対的権能者として天皇を立てて崇拝することに他ならないからです。
これは生と死の真の支配者であるキリストの父、天地創造の神を唯一とする信仰に立つ我々日本キリスト教会とは、その考えを全く異にするものであります。
事実、天皇はほとんどの日本国民からは「品性の高い精神的支柱」と見られており、現在の安倍政権の考えからすると、現在は憲法改正に力を入れているが、再度また、国家による管理化を目指す「靖国神社法案」の国会提出が予測され、もし法案成立ともなれば、次は天皇を国家元首とし、靖国神社への参拝を強く要望することになりかねない。そうなれば、天皇は日本国民の霊的支配者としても尊崇されるでしょう。
我々キリスト者は、信仰の厳しい試練を受けることとなると考えます。ヨハネ黙示録13章の「わたしはまた、もう一匹の獣が地中から上って来るのを見た。この獣は、…地とそこに住む人々に、致命的な傷が治ったあの先の獣を拝ませた。…第二の獣は…獣の像を拝もうとしない者があれば、皆殺しにさせた。また、小さな者にも大きな者にも、富める者にも貧しい者にも、自由な身分の者にも奴隷にも、すべての者にその右手か額に刻印を押させた」の言葉が、脳裏に浮沈しているところです。考えておかねばならぬことは、日本人は慰霊を非常に尊び大事にする国民であるということ、これに対して日本キリスト教会は、今まで以上に責任をもって対応していかなければならないし、そうなると思います。
また、ここで最後に思い浮かぶのは、私が小学生（60年程前）の時、田舎から東京へ小学生としてまだ誰も行っていない頃、ビルマ戦線で戦死された父をもつ同級生が、靖国神社参拝のため遺族代表の一員に加わって、小さい体に何か重たい責任を背負って行った様子が、余り明るくない印象で今も心の奥に焼きついています。
　橋下徹大阪市長・日本維新の会共同代表は、5月13日、「慰安婦制度が必要なのは誰だってわかる」「海兵隊の性的なエネルギーを解消するためにもっと風俗業を活用してほしい」等と発言し、その後、批判を受けるとさらに開き直りの発言を続けています。そんな

中で、日本キリスト教会人権委員会と日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会は、大阪市長橋下徹に、以下の「『慰安婦』問題発言についての勧告文」を送付しました。
大阪市長　橋下　徹　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１３年５月２４日

　　　　　　　　　　　　　　日本キリスト教会人権委員会　委員長　　古賀　清敬

日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会　委員長　　加藤　正勝
「慰安婦」問題発言についての勧告文
貴職の「慰安婦」問題に関する発言に対して、以下のことを十分ご検討いただくよう勧告します。

1． 狭義であれ広義であれ、戦争政策の一環として政府・軍部の関与のもと未曾有の規模で実行され、虚言や強制による拉致と渡航許可との証拠は明白であること。それについての十分な学習・調査・確認なしに「証拠はない」と断定するのは無責任です。
2． 貴職の、軍隊に性的問題の解消は不可欠でどこの国でも行った、という趣旨の発言自体が、強制されたという証拠があるなら出せ、という要求と矛盾しているのではないでしょうか。そもそも無力な被害者にそのような要求をすることがすでに加害者側の居直りでしかありません。加害者として訴えられている方が調査権も持っているなら、無罪の立証責任も当然あるはずです。他国と比較して済む問題ではなく、当事者としての責任をまず果たし、被害者に真摯な謝罪を行うことです。
3． 「慰安婦」とされた方々には大変気の毒に思う、という趣旨の発言の根底には、植民地支配や戦争の政策的性格を曖昧にし、犠牲者が出ることを止むを得ないこととしたうえで、犠牲を強要された人々に同情することで、自分の人間的感情を主張しているという問題が潜んでいます。この点では安倍総理の発言とも共通しており、犠牲を強要した側が、戦争を悲劇か悲運であるかのようにごまかしています。同情ではなく、意図的な戦争政策の一環としての「軍隊慰安婦」制度の責任の所在を明らかにすることこそ重要なのではないでしょうか。　　　
以上。
＜ヤスクニ・ニュース＞

旧日本兵：日本軍が中国人女性を捕えるのを目撃　…安倍氏謝罪を…
かつて太平洋戦争に参加し旧日本兵であった松本栄好先生（東京中会無任所教師）は、韓国・聯合ニュースに、23日、日本軍が戦争中に慰安婦を強制連行した野蛮な行為をしたことを明言され、過去の犯罪行為について安倍晋三首相にお詫びを促したことを、環球時報（中国共産党機関紙）に伝えました。以下、韓国・聯合ニュースに載せられた文章をそのまま掲載いたします。
　91歳の旧日本兵、松本栄好さんは23日、聯合ニュースの電話インタビューに応じた。松本さんは1944年初めから1946年3月まで日本軍第一軍「固旅」第7大隊で衛生兵を務めた。その前の6カ月間は中国・山西省陽泉市盂県の大隊本部に配属され、その後の約1年半は上社鎮駐留の第一中隊に所属した。日本軍将兵へのコンドーム支給と韓国人慰安婦の性病検査を主に担当していた。
　松本さんによると、大隊本部配属時には韓国人慰安婦6-7人が逃げられない環境の下、50人以上の日本軍将校の欲望の対象となることを余儀なくされていた。正式な慰安所がない状況での慰安婦の境遇は極めて悲惨だった。
　また、当時日本軍は中国の庶民も潜在的なゲリラと見なしていたため、しょっちゅう村落を攻撃しては「女性を捕獲」していたという。松本さんは「有漂亮的姑娘」（きれいな女の子がいる）という中国語を今だに覚えている。きれいな女性を見つけた日本軍が部隊に連行して輪姦するのも目の当たりにした。
　ある上等兵が「女性を捕獲」しようと住民の家に入った際に地雷を踏んで爆死したことや、部隊長と村長が交渉し、部下が捕えて来て姦淫した7-8人の女性を返す代わりに別の2人の女性を連れ帰ったことも覚えている。地雷で爆死した上等兵はその後、靖国神社に埋葬された。国家のために命を捧げたというのがその理由だ。
　松本さんは「本当の戦闘など当時していなかった。われわれは住民に攻撃されることを恐れていた。部隊がしたのは女性を捕獲することだけだ」と述べた。記事によると、松本さんの所属部隊が本当に戦闘をしたのは、日本軍が降伏した1945年以降のことだ。
松本さんは1946年に帰国した後、キリスト教の牧師となった。当初は自らが目撃した犯罪行為を公にすることはなかったが、中国人女性を「捕える」際に爆死した上等兵が靖国神社に合葬されたことを知り、靖国神社参拝の反対運動に参加した。後に国を相手取って訴訟を起こした戦友たちの勧めで、日本軍の犯罪行為について証言もした。
　松本さんは同日、ロイター通信のインタビューも受け「自分が戦犯のような気がして、こうした事を話すのは大変つらいのだが、話さなければならない」と述べた。記事によると、松本さんのこうした証言は、橋下徹大阪市長の先日の慰安婦発言に直接反論するものだ。橋下氏は「慰安婦制度は当時、軍の規律を維持するうえで必要だった。当時世界各国共に慰安婦制度を設けていた。なぜ日本の慰安婦制度だけが問題になるのか」と述べた。
　松本さんはこれについて「日本だけがこうした間違った事をしたのではない。だが日本が間違ったことをしたのは確かだ。まさか他の人が殺人をしたからといって、自分も殺人をするのが正しいのか？」と指摘。「日本の首相は日本国民を代表して正式にお詫びし、補償を受けるべき人たちに補償をすべきだ」とも述べた。（編集NA）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人民網日本語版5月24日）
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＜大会靖国委員会から＞

大会靖国委員会は、大会前日の靖国全国協議会の講演で、松本栄好先生から上記の証言をさらに詳しく語っていただくことにしております。その時、2012年10月に協議された「靖国全国協議会講演録」を配布いたします。（編集人　川越）
